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【目的】変形性膝関節症患者の機能評価として，患者立脚型評価とパフォーマンステスト（以下，P‒Test）を
用いることが推奨されているが，両者の関係に関する報告は少ない．本研究は，TKA前後での Forgotten 
joint score‒12（以下，FJS‒12）と P‒Testの関係を横断的に調査し，joint awarenessの改善に向けたリハビリ
テーションを再考することを目的とした．
【方法】対象は，当院で TKA術前あるいは術後の 83例 96膝のうち，FJS‒12と P‒Testが実施可能であった
38例 43膝．術前群が 20例 22膝，術後 6カ月群が 7例 9膝，術後 1年群が 11例 12膝．P‒Testは，Osteo-
arthritis Research Society International（OARSI）が推奨する 30‒second Chair Stand Test（以下，30s‒CST），



























れらの背景から，Osteoarthritis Research Society 
International（以下，OARSI）は，変形性関節症患
者のパフォーマンステスト（以下，P‒Test）最小コ
アセットとして 30‒second Chair Stand Test（以
下，30s‒CST），Stair Climb Test（以下，8‒step 














で TKA術前あるいは術後の 83例 96膝のうち，
当院で TKA術前あるいは術後に FJS‒12と P‒












Table　1　Subject characteristic and measurement result of each group
P［n＝22 knees（20 cases）］ 6 M［n＝9 knees（7 cases）］ 1Y［n＝12 knees（11 cases）］
male/female（n） 2/18 1/6 3/8
Age（years） 73.0（69.0～77.25） 77.0（67.0～87.0） 71.0（64.50～78.75）
BMI（Kg/m2） 26.70（23.28～30.20） 27.73（23.46～34.65） 26.21（23.65～35.57）
FTA 184.50（177.75～188.0） 175.0（173.50～176.50） 174.0（171.0～178.0）
Knee FL ROM（angle） 127.50（105.0～135.0） 130.0（120.0～132.5） 125.0（120.0～135.0）
Knee EXT ROM（angle） －5.0（－10.0～0） 0（－7.5～0） 0（0～0）
Knee EXT muscle strength/
body weight（kgf/kg）
0.28（0.23～0.34） 0.23（0.25～0.41） 0.41（0.26～0.50）
FJS‒12（total score） 15.63（8.33～30.63） 60.42（47.92～70.45） 36.46（33.33～57.81）
30s‒CST（count） 8（9.5～11.75） 12（12～13） 11（9～13.25）
8‒step SCT（sec） 17.58（22.55～27.74） 14.8（13.88～21.10） 16.37（13.7～19.76）




























が，できる限り速い速度で 10 mの歩行路を 4回
連続で歩行するよう指示した．開始の合図で計測
を開始し，スタート時点を超えるまでの時間を計












































































Table　2　Correlation coefficient of FJS‒12 and 
Performance‒based test in each group
FJS‒12
P 6 M 1Y
30s‒CST ρ＝0.34 ρ＝0.39 ρ＝0.28
8‒step SCT ρ＝－50※ ρ＝－0.48※ ρ＝－0.34
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